
 

 

大阪市発行の重度障がい者医療証・こども医療証に附属する 
「食事・生活療養標準負担助成証明書」の使用方法 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「マイナ認定」を行っている医療機関でオンラインにより「限度額適用・標準負担額減額認定証」の資

格確認が受けられる場合をのぞいて、「限度額適用・標準負担額減額認定証」の提示がないと、一

旦、自己負担をお支払いいただく必要がありますのでご注意ください。 
 
必要な証明証の取得が間に合わなかったときや大阪府外の医療機関に入院した場合は、払い戻し

の申請を行ってください。 
 
所得が変わったことなどにより、「限度額適用・標準負担額減額認定証」が対象外になった時は、医

療証の有効期限内であっても食事代の自己負担の助成も対象外になります。助成対象外になった後
に助成を受けたときは、返金していただきます。 
 

限 度 額 適 用 ・ 標 準 負 担 額 減 額 認 定 証 

保険証 

(オンラインで確認できる場合はマイナンバー可) 

・未取得の場合は、健康保険証の発行元に申請

をしてください。大阪市国保、大阪府後期(大阪

市にお住まいの方のみ)の方はお住まいの区の区

役所(保険年金担当)に申請をしてください。 

・「マイナ認定」(オンライン資格確認)ができる医療

機関で確認を受けることができる場合は、提示

は不要です。 

 

 

大阪府内の医療機関に入院したときに、食事代の自己負担の助成を受けるためには、 

次の３点の証明書等を窓口で提示する必要があります。 

お問合せ先 大阪市福祉局生活福祉部保険年金課(医療助成グループ) 
電話：06-6208-7971(直通) ファックス：06-6202-4156(直通) 令和４年 11 月作成 

この証は、大阪府以外では使えません。   （裏面あり）

　530-8201　　大阪市北区
　中之島１丁目３番２０号
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この証明書は、大阪府以外では使えません。
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障がい者医療

及 び 印

交 付 年 月 日 令　和　０４　年　１１　月　０１　日

　大阪市長
　○○区保健福祉センター

　保健福祉課

　電話　****-9857 FAX ****-****

有 効 期 間
　令和０４年１１月０１日から

　令和０５年１０月３１日まで

発 行 機 関 名

大　阪　市　長

食事・生活療養標準負担額助成証明書
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医 療 証

【注意事項】
入院時は、この証と併せて必ず「限度額適用・標準
負担額減額認定証」を提示してください。

提示がない場合は、この証明書による助成を受けるこ
とができません。ただし、「マイナ受付」に対応して
いる保険医療機関でオンラインにより「限度額適用・
標準負担額減額認定証」の資格を確認できる場合は提
示の必要はありません。

助成額
「標準負担額減額」後の自己負担額
ただし、左記医療証の有効期間内に限る

医療証記載の者は大阪市重度身体障害者等医療費助成

規則に基づき、入院時食事療養及び入院時生活療養に

かかる標準負担額（食事の提供にかかるものに限

る）の助成資格を有することを証明する。

公費負担者番号

対

　

象

　

者

居住地

氏　名

生年月日 昭和６１年１２月２４日

大阪　市郎

公印

公印

・右側に「食事・生活療養標準負担

助成証明書」がないものは、助成対

象外です。表面の「１助成対象者」

に該当する場合は、お住まいの区の

区役所(医療助成担当)にご申請く

ださい。 


